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後悔しないアプリケーション設計
とは?





そういうわけにもいかない



現実は厳しい



妥協して
シンプルさをたもつ



• 後悔しないためにどうするか?
• Facadeを控えてみる
• Named Routes
• FormRequest
• ControllerでEloquentのメソッドチェイン禁止
• Repository Pattern

Agenda



Facadeを控えてみる



• 静的メソッドのように使える
• 実際はサービスコンテナから取り出している

• どこからでも使える
• Viewの中でも
• \Auth::check()

• 結果、クラスの責務が大きくなる

Facade は便利だけど…



https://readouble.com/laravel/5.3/ja/facades.html#facade-class-reference

DIを使おう

https://readouble.com/laravel/5.3/ja/facades.html#facade-class-reference


なるべく Contract 使おう

DIを使おう(2)



• Facade を使うかわりに DI をすると使用すると
メソッドの引数に使用するクラスが並ぶ

• あ、やばい。とわかる。
• Facadeを経由しないので若干早くなる

なぜ DI か?



Named Routes



• Routeに名前をつける

• route(‘osaka’); でURLが取得できる
• URLが変わっても安心

Named Routes



FormRequest



少しずつ記述量が減っている
しかしノイズになっているのは否めない

Validation の変遷



• php artisan make:request クラス名
• rulesメソッドを実装

FormRequest



• Controllerでメソッドインジェクションするだけ
• ノイズが消えてロジックに集中できる

FormRequest



ControllerでEloquentの
メソッドチェイン禁止



Model Binding



「同じ結果をAPIで返せるようにしといてね」

と言われたら…？

Controllerでメソッドチェインはダメ！



Modelにクエリを閉じ込める



Repository Pattern



• Eloquentは User::find のように静的に呼べ

ますが、Facadeではない。
• よってshouldRecieveというメソッドは存在し
ない

• EloquentはDBに依存している
• テストが困る

なぜ Repository Pattern?



• インターフェースを定義

Repository Patternの作り方



• インターフェースを実装。あとはコントローラでイ
ンジェクションする

Repository Patternの作り方



質問とか？



おわり


